
本
州
中
部
以
西
に
分
布
す
る

雌
雄
異
株
の
常
緑
低
木
。

初
夏

か
ら
夏
に
、

葉
腋
か
ら
長
い
柄

を
出
し
小
さ
な
白
い
花
を
つ
け

る
。

晩
秋
か
ら
初
冬
に
は
赤
い

小
さ
な
実
に
な
る
。

屋
久
島
で

は
ヤ
ク
ス
ギ
帯
で
見
ら
れ
、

縄

文
杉
に
着
生
し
て
い
る
も
の
は

遠
く
か
ら
で
も
そ
の
実
を
確
認

で
き
る
。

ソヨゴ

で
も
有
害
鳥
獣
捕
獲
を
実
施
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
が

、
こ
れ

ま
で
は
事
務
手
続
き
に
時
間
を

要
し
て
い
ま
し
た

。
し
か
し

、

今
回
の
協
定
に
よ
り
事
務
手
続

き
が
簡
素
化
さ
れ

、
ま
た

、
捕

獲
後
の
処
理
で
も
埋
設
等
が
可

能
と
な
り

、
有
害
鳥
獣
捕
獲
へ

の
予
算
措
置
を
講
じ
る
な
ど
協

力
体
制
が
構
築
さ
れ
ま
し
た

。

森
林
管
理
署
で
は
今
年
度
こ

れ
ま
で
以
上
に
有
害
対
策
を
実

施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が

、

本
協
定
で

、
よ
り
効
率
的
･
効

果
的
な
対
応
が
可
能
と
な
り
ま

し
た

。

高
田
さ
ん
は

、
三
〇
年
以
上
に

わ
た
り
土
埋
木
の
生
産
に
従
事

し
て
お
り

、
現
場
で
の
樹
種
の

的
確
な
判
断

、
ヘ
リ
集
材
地
上

作
業

、
森
林
軌
道
保
守
な
ど
の

林
業
伝
統
的
技
術
や
情
報
蓄
積

に
努
め

ら
れ

、

屋
久
島

の
伝
統

文
化
継

承
に
大

き
な
功

績
を
讃

え
ら
れ

た
も
の

で
す

。

林
野
庁
林
政
記
者
ク
ラ
ブ
で

は
、

林
材
業
界
の
隠
れ
た
功
績

者

を

発

掘

す

る

こ

と

を

目

的

に
、

毎
年
一
人
も
し
く
は
一
団

体
を
全
国
公
募
で
選
定
し
、

グ

リ
ー

ン
賞
と
し
て
表
彰
し
て
い

ま
す
。
今
年
、

第
五
一
回
の
グ
リ
ー

ン
賞
に
、

屋
久
島
の
貴
重
な
資

源
で
あ
る
土
埋
木
生
産
を
守
っ

て
き
た
愛
林
社
長
高
田
久
夫
さ

ん
に
決
定
し
、

先
日
東
京
で
授

賞
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

グ
リ
ー
ン
賞
受
賞 (モチノキ科)

屋久島の植物

シ

カ

対

策

推

進

協

定

書

の

締

結

鹿児島県熊毛郡屋久島町宮之浦1577-1
TEL0997-42-0331 FAX0997-42-0333

第
一
回
ヤ
ク
シ
カ
ワ
ー

キ
ン
グ

グ

ル

ー

プ

の

開

催

屋
久
島
世
界
自
然
遺
産
地
域

に
お
け
る
ヤ
ク
シ
カ
の
被
害
対

策
に
つ
い
て
、

科
学
的
知
見
に

基
づ
い
た
助
言
を
得
る
た
め
に

屋
久
島
世
界
遺
産
地
域
科
学
委

員
会
に
ヤ
ク
シ
カ
ワ
ー

キ
ン
グ

グ
ル
ー

プ

(

以
下
、

Ｗ
Ｇ

)

を

設
置
し
、

こ
の
度
、

第
一
回
目

の
会
合
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
Ｗ
Ｇ
で
は
、

ヤ
ク
シ

カ
に
よ
る
森
林
植
生
等
へ
の
被

害
及
び
生
息
状
況
等
の
確
認
や

関
係
機
関
に
よ
る
取
組
状
況
に

つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

こ
の
中
で
は
、

・
生
息
密
度
が
高
い
と
さ
れ
て

い
る
西
部
地
域
及
び
北
東
地

域
、

植
生
被
害
は
少
な
い
も

の
の
、

今
後
被
害
拡
大
が
懸

念
さ
れ
る
南
部
地
域
及
び
高

屋

久

島

世

界

遺

産

地

域

科

学

委

員

会

平成22年11月5日
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一
〇
月
一
三
日
、

安
房
総
合

セ
ン
タ
ー

に
て
屋
久
島
森
林
管

理
署
、

屋
久
島
町
、

上
屋
久
猟

友
会
、

屋
久
町
猟
友
会
の
四
者

で
屋
久
島
町
の
国
有
林
内
に
お

け
る
シ
カ
の
有
害
鳥
獣
捕
獲
対

策

を

効

率

的

に

実

行

す

る

た

め
、

シ
カ
対
策
推
進
協
定
の
締

結
を
行
い
ま
し
た
。

屋
久
島
で
は
、

シ
カ
が
民
有

林
、

国

有

林

を

問

わ

ず

に

生

息
・
分
布
し
て
い
る
こ
と
か
ら

農
場
の
周
辺
で
は
国
有
林
内
か

ら
シ
カ
が
民
有
地
で
出
て
く
る

等
の
事
例
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

し
た
が
っ

て
、

国
有
林
内

層
湿
原
で
希
少
植
物
も
多
い

花
之
江
河
の
四
地
域
に
区
分

す
る
こ
と

・
そ
れ
ら
の
地
域
ご
と
に
生
息

数
の
把
握
及
び
個
体
数
の
目

標
を
設
定
す
る
こ
と

・
そ
れ
ら
に
基
づ
き
、

植
生
保

護
を
含
む
効
果
的
な
管
理
方

策
の
検
討
を
行
う
こ
と

な
ど
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

次
回
の
Ｗ
Ｇ
で
は
、

屋
久
島

で
の
調
査
を
行
っ

て
い
る
研
究

者
等
に
も
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー

と
し

て
議
論
に
参
加
し
て
も
ら
い
、

意
見
を
聴
き
な
が
ら
、

目
標
設

定
に
踏
む
込
ん
で
整
理
し
て
い

く

こ

と

と

し

て

い

ま

す
。

ま

た
、

ヤ
ク
シ
マ
ザ
ル
の
専
門
家

に
も
検
討
委
員
と
し
て
参
加
頂

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、

来
年
二
月
に
は
、

島
民
の
方
々
に
も
情
報
提
供
を

行
い
議
論
に
参
加
し
て
も
ら
う

場
と
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

関

係
者
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

新高塚小屋周辺には、スギの高木が多く、胸
高直径の太い個体も生育している。ヒメシャ
ラ、ハリギリの高木も出現する。小屋の近くに
はヒメシャラ大木も生育している。
高木には、ヤマシグレ、ヤマグルマ、アクシ
バモドキや蘚苔類が着生しているものが見られ
る。
亜高木層には、ユズリハ、ナナカマド、ハリ
ギリ、リョウブ、タンナサワフタギ、ヤマグル
マ、オオカメノキ、イスノキ、ヤマボウシが生
育する。
低木層から草本層にかけてはハイノキ、ヤク
シマシャクナゲが多く、サクラツツジ、アセ
ビ、ソヨゴ、イワガラミ、サルトリイバラも生
育する。
亜高木、低木の発達が非常によく、植被率も
高い。

屋久島生態系モニタリング

屋久島中央部の植生垂直分布調査
（平成１９年度調査）

新高塚小屋周辺（１４７０m付近）の植生と植物相

ＷＧでの取組事例説明の様子

シカ対策推進協定書調印後に



入 林 箇 所

2
1-4
1-4
1-4
1-5(5林班史跡名勝は除く)･10･11･14･15(西
部林道)･249-252･255･257･258(一湊林
道)269-271(永田歩道)･275(ｶﾝｶｹ)
島内一円
島内一円
2･3
大川林道
206-222

島内一円
1-4
1-4
2-4･6-12
2
1-4
1-4
島内一円

入 林 箇 所

2･3･4･9･14･34･35･76･81･83･204･258
2
3-5･10･110
86
104(中島権現岳)･275(ｶﾝｶｹ岳)

1108
13･18･19･22･32･38･45･82-85･93･94･97･
230･265･266
島内一円
1-108･210-221･224-241･244-275

1-5･7-9･12･13･15･18･19･22･25･39･43･44･
49･53･54･57･63･74-83･93･94･97･209-212･
230･265-270
12･13･18･19･22･82･83･94･97･98･228･229･
230･265･266
57
80
62･81

221

入 林 箇 所
2
1-4･60-63･80･81･84･45
1-4
3･9
鯛之川･宮之浦川･安房川上流
宮之浦川(224-241)･白谷川(211-216)･淀川
(81･82)
1-5･7-9･12･13･15･18･19･22･25･39･43･44･
49･53･54･57･63･74-83･93･94･97･209-212･
230･265-270
63･257･258
白谷雲水峡･花之江河･荒川歩道･ﾔｸｽｷﾞﾗﾝﾄﾞ
2-5･10･22･47-49･66-69･80-81･ 86･110

7-9･12-14･22･23･26･27･29･30-32･38･45･
53･54･56･57･61･62･79･80･85-89･92-94･
97-101･103･112･222･225･265-271
1-4･40･50-60
22･82･86･221-223･225･228･241

27-31･34･35･224-227･233-241･250･251･
268
ﾔｸｽｷﾞﾗﾝﾄﾞ
10-18･22･82･83･201-211

宮之浦川(224-241)･白谷川(211-216)･淀川
(81･82)

62･257･258･270

『洋上アルプスNO.１８８号裏面』屋久島森林環境保全センター

屋久島島内水系の水質調査

※ この紙は九州間伐紙を使用しております。

２ 植 物 関 係
入 林 目 的

岩石･鉱物･地質調査
生態学の研究
酸性雨モニタリング（植生）調査
渓流水質調査
河川水の調査

京都大学大学院生物科学専攻「フィールド科学実習」のため

森林施業が菌類の多様性に与える影響調査のため

ヤクスギ針葉断面を計測し、ウラスギとの違いを明らかにするため

環境省モニタリングサイト1000事業の調査

屋 久 島 森 林 生 態 系 保 護 地 域 な ど に お け る 学 術 調 査 等 の 入 林 状 況

入 林 目 的

１ 動 物 関 係 (平成22年4月1日から平成22年10月31日受付分.一部掲載していない調査もあります.)

所 属

屋久島における高山の絶滅危惧種の遺伝的多様性保全に関する研究

ベニシダ類の有性生殖型と無配生殖型の分布調査とサンプル採取
小花山試験地における根株・倒木の調査のため
修士論文でヒメシャラの遺伝的多様性の研究をしており、遺伝解析に必要な
DNAを抽出するための葉を採取すること

植物資料の収集

植物の分布調査（屋久島に自生する絶滅危惧種を中心とした分布調査）
2004～2006年に行った植生調査地点の現状確認と光環境、土壌環境の記
載、および半山永久プロット、大川林道、小楊子林道沿い、標高100、400、
800、1200、1600m付近で優占する木本種の枝葉の形質測定
植物の採集

ﾔｸﾀﾈｺﾞﾖｳの開花ならびにモニタリング調査
ヤクスギ樹冠調査
屋久島における植物の特殊化に関する形態上の特徴と遺伝的背景の解析、
及び学部生を対象として主催する｢分類学野外実習｣のため。
タカツルランの果実の採取

西部林道周辺のヤクシマザルおよびヤクシカの頭数調査
ニホンザルの個体数調査のため

入 林 目 的

動物散布型植物における霊長類の散布特性を解明するため
ニホンザルの配偶行動および嗅覚コミュニケーションに関する行動観察
ニホンザルの発声行動（コミュニケーション）の観察調査のため
ジョロウグモ・クワコ採集のため

３ そ の 他

屋久島の森林の純一次生産量の推定
ヤクシカによる植物への影響調査

森林におけるハシブトガラスの垂直分布の調査
県立博物館講座「身近な世界遺産・屋久島の自然から学ぼう」の一環として
昆虫資料の採集を行う
シカの食性調査
ヤクシマザルの行動生態学的調査

所 属

所 属

ヤクシマザルの移動生態学的研究および泊まり場における行動観察
ヤクシマザルのアカンボウの採食に関する研究のため
ﾆﾎﾝｻﾞﾙによるｷﾉｺ食の調査のため
オスのニホンザルの社会関係の調査
学術研究：ヤクシカの森林環境利用

アカヒゲの分布調査
学術研究(鳥類標識調査)
ニホンザルによる種子散布特性の解明

屋久島地域における越境大気汚染物質の飛来量および森林生態系に及ぼ
す影響の調査
環境省業務（施設・登山道・植生・利用動態調査）のため

「平成22年度野生鳥獣との共存に向けた生息環境等調査事業」のため
「平成22年度屋久島世界遺産地域等における天然スギ等森林生態系に関す
るモニタリング調査
河床に存在する礫や岩の大きさを計測する

環境省委託 平成２２年度霧島屋久国立公園屋久島地域におけるヤクシカ
適正管理方策検討業務における保護柵設置、ヤクシカ捕獲、植生調査、自
動撮影装置の設置
河川水の調査

植生帯による菌根菌相の違いを評価するためのメタゲノム解析

北海道大学和歌山研究林

日本森林技術協会
山階鳥類研究所
京都大学大学院 理学研究科

京都大学大学院 理学研究科
京都大学大学院 理学研究科
京都大学 霊長類研究所
京都大学 霊長類研究所

京都大学霊長類研究所
京都大学 野生動物研究センター
京都大学霊長類研究所

東京大学
鹿児島県立博物館

京都精華大学

京都大学霊長類研究所

鹿児島大学理学部

京都大学 理学研究科
京都大学 野生動物研究センター

琉球大学熱帯生物圏研究センター分子
生命科学研究施設

屋久島丸ごと保全協会
九州大学大学院 理学研究院

(独)森林総合研究所 生態遺伝研究室
神戸大学 農学研究科
東京大学大学院理学系研究科

東京大学大学院 農学生命科学研究科

京都女子大学

鹿児島大学理学部

特定非営利法人バードリサーチ

京都大学理学研究科

東北大学大学院

首都大学東京 牧野標本館
九州大学大学院 農学研究院

恵泉女学園大学
鹿児島県立博物館

環境省地球環境局
摂南大学理工学部 都市環境工学科
和歌山大学

屋久島地学同好会
滋賀県立大学

京都大学大学院 理学研究科

森林総合研究所関西支所
石川県立大学
森林総合研究所

日本工営

日本森林技術協会
日本森林技術協会

東京大学

財団法人 鹿児島県環境技術協会

和歌山大学システム工学部

京都大学理学研究科

修士論文研究（国立公園における記号の役割と有効性） 立命館アジア太平洋大学


